
1/7　景気ウォッチャー調査（令和３年10月調査）― 九州（現状）―

　11．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・飲食店への営業時短要請が解除されたことで、飲食店向
けの販売量が大幅に伸びている。

◎

スーパー（統括
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後の客の行動が活発化に加え、自社の
販売促進、独自のこだわり商品の提供という強みが来客数
の増加へとつながっている。

◎

住関連専門店
（従業員）

単価の動き ・急な冷え込みにより、高額な秋冬商材が好調に動いてい
る。何より長く続いた新型コロナウイルスによる緊急事態
宣言が解除になり、人流も活発になっており、来客数も好
調に伸びている。

◎

その他飲食の動
向を把握できる
者［酒卸売］
（経理）

販売量の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数が減少した10月の売
上は、新型コロナウイルスの発生前との比較で85％まで回
復しており、感染防止策の影響が大きく、３か月前と比較
すると良くなっている。

◎
観光旅館組合
（職員）

来客数の動き ・まん延防止等重点措置や緊急事態宣言も解除され、少し
ずつ客が戻っている。

◎

観光型ホテル
（専務）

来客数の動き ・コロナ禍が落ち着き、当県独自の宿泊割引キャンペーン
が始まり、個人客の動きが出ている。家族での宿泊が大部
分であり、まだ家族以外との旅行はとても少ない。

◎
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が一旦収束し、宿泊客数が延
びている。

◎

タクシー運転手 来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、新型コロナウイルスの新規感
染者数の激減により、昼夜を問わず人の流れがほぼ回復
し、タクシー業界の売上は新型コロナウイルス発生前の８
割程度にまで回復している。

○
商店街（代表
者）

販売量の動き ・季候が良くなり、緊急事態宣言も解除されたため、人流
や来客数も増加し、売上が増加している。

○
商店街（代表
者）

来客数の動き ・全国的に新型コロナウイルスの新規感染者数も減少し、
人が街に出ている。

○

商店街（代表
者）

販売量の動き ・月の前半は来客も少なく、売上にも大きな影響があり苦
戦していたが、全国的な規制の解除に伴い状況も徐々に上
向いている。

○

一般小売店［青
果］（店長）

販売量の動き ・夏が過ぎて県外産の商品から当県産の商品へと入れ替
わっていったことで、単価が安くなり、また季候も良く、
新型コロナウイルスの感染が収束してきたこともあり、
徐々に客の購買意欲と客単価が増加している。

○

一般小売店［鮮
魚］（店員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除され、人が動き出しているが、以前
より動きはまだ鈍い。さらに、魚も少なく、例年であれば
サバ等たくさん上がる時期であるが、今年は漁獲量が少な
く、獲れても魚体が小さい。

○
一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・10月末からインターネット販売を更に１箇所追加し、販
売量の増加が見込めるため、景気が良くなる。

○
百貨店（総務担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言解除後になり、人の動きが出始めている。

○
百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、土日は家族連れなど複数での
来店が多くなっている。

○

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除や新型コロナウイルスの新規感染者
数の減少により、外出自粛や県外との往来自粛が緩和し、
来客数の減少に歯止めが掛かっている。感染対策としてダ
イレクトメールの抑制は継続しているが、物産催事の再開
効果で、金土日の来客数が増加し、午前中の買物傾向は継
続しており、加えて、午後の店頭への来客数、滞留時間共
に回復している。店頭では客の混雑回避、換気等店内環境
への関心が強く、感染防止策への協力意見をもらってい
る。また、県内での旅行やオンライン受注、地元のサテラ
イトショップやギフトショップでの販売は継続している
が、客の外出自粛は継続している。

○

スーパー（店
長）

販売量の動き ・流行としては、前月までは食品のみの伸長だが、今月は
食品に加え、住居余暇関連商品の伸長もある。衣料品関連
はまだまだ厳しい状況下は変わらない。
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○

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・前年のＧｏ　Ｔｏ　Ｅａｔキャンペーンの効果や今年の
天候不順が影響し、前年実績確保は難しいと思われたが、
気温の低下とともに秋の催事が好調に推移し、前年並みの
売上高確保に貢献している。客の動向として、イベントに
対する欲求が高まっている。

○

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの感染が急激に収まり、客足は増加
している。この状態が続けば、売上も増加し、新型コロナ
ウイルス発生前の売上に戻ると期待している。

○
コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、人の動きが多少良くなってい
る。

○

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・来客数の減少や客単価の上昇という傾向になり、売上は
前年を少し上回っている。しかし、前年がコロナ禍で売上
を減らしており、手放しで喜べる状態には程遠い。コロナ
禍が落ち着く方向ではあるが、野菜や果物等の購入が目立
ち、買い回ることなく一店舗で買物を済ませる傾向があ
る。

○

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・行楽シーズンと新型コロナウイルスの新規感染者数減少
のタイミングが合い、来客数は回復傾向にある。たばこ増
税の影響も限定的である。

○

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・緊急事態宣言の解除後、ビジネスマンの流れが通常に戻
りつつある。また、イベント等が開催されることにより、
人の動きに活気がみられる。

○

家電量販店（店
長）

単価の動き ・今月に入り、来客数は大幅に減少しているものの、冷蔵
庫や洗濯機を中心とした白物家電の単価が大きく上昇して
おり、多少動きに変化がある。

○
家電量販店（従
業員）

単価の動き ・売上前年比が103％、客単価前年比が104％となり、１人
当たりの購入点数が増加している。

○

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・営業の規制が解除されたことで、店頭に来店する来客数
が増加している。前月と比較すると、１～２割程度増加し
ている。

○

その他専門店
［書籍］（副店
長）

来客数の動き ・商業施設の閉館以降、来客数の増加に伴い、売上も増加
している。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（支配人）

販売量の動き ・７月前後と比較して悪くない実績である。一方、７月後
半にかけては商圏内で、新型コロナウイルスの新規感染者
数が急拡大したことから、数字ほど良くない。10月からの
緊急事態宣言の解除が報道されると、当商圏では明確に人
の外出は増加し、10月に入ると一層客足が戻ってきてい
る。行政主導のイベントも徐々に解禁しており、今後に期
待が持てる。

○

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、営業の規制がなくなったた
め、来場者は増加傾向にある。

○

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今までは人流がなかったが、ここ数日は感染者がいな
かったため、県外の観光客や帰省客が少しずつ来店し、来
客数が増加している。市内の客の動きはほとんどないもの
の、居酒屋では少し景気が戻っている。

○

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・まん延防止等重点措置や緊急事態宣言は解除となり、少
しずつではあるが客足が戻りつつある。しかし、外出自粛
の影響で家食に慣れた人が多く、外食業界は今後の新型コ
ロナウイルスの感染状況次第ではないかと心配は拭えな
い。

○
通信会社（営業
担当）

それ以外 ・緊急事態宣言も解除され、繁華街に人のにぎわいが感じ
られるようになっている。

○
ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・地元客が順調に推移しており、県外からの来場者も徐々
に増えている。

○ 競馬場（職員） 来客数の動き ・予想より少ないもの、来客数が伸びている。

○

美容室（経営
者）

販売量の動き ・２～３か月前と比較すると、数字はやや上向きである。
緊急事態宣言が解除となり、美容業界も景気が良くなる。
店舗ではまだ、それほど忙しさは出ていないが、新製品も
出ており、これから少しずつ忙しくなる。
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○

美容室（店長） お客様の様子 ・今まで外出自粛で我慢していた状態であったが、新型コ
ロナウイルスの新規感染者数が減少し、また、行楽シーズ
ンとなり、外出が増加している。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者（所長）

お客様の様子 ・客先の受注引き合いがやや増加し、設備投資計画も僅か
ながら検討している。

○

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

来客数の動き ・新型コロナウイルス第５波が落ち着き、サービス取消し
が減少傾向となっている。

○
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数の減少に伴い、イベ
ントや展示場への来場者数も増えている。

○

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の解除により、商店街の人出も増加してい
る。夜の制限も解除され、若年層や会社員が会社帰りに飲
食店で飲んだり、買物客が多くなるなど景気は良くなって
いる。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・悪い状況が改善していない。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除になったにもかかわらず景気は良く
ない。緊急事態宣言中の生活リズム、業務形態が確立され
てきている。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・新型コロナウイルスの新規感染者数が大幅に減少してき
たため期待はしているが、商店街の客層である高齢者の来
店減少が続いているため、売上は苦戦している。

□

商店街（代表
者）

来客数の動き ・当県もまん延防止等重点措置が適用されたことで、解除
後も来客数は減少し、売上への影響が続いている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客単価は若干上がっているが、来客数の減少が続いてい
るため、売上高は厳しい。

□

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・ワクチン接種の効果で、新型コロナウイルスの新規感染
者数も減少しており、中旬以降の寒さで来客数は回復傾向
にあるが、大幅な改善にはつながっていない。第５波の影
響が大きかった直近と比較するとよくなっているが、３か
月前と比べると大きくは変わらない状況である。

□

百貨店（経理担
当）

競争相手の様子 ・当市内の大型店４店の７月売上高は、前々年比で87.4％
である。10月の売上高は、前々年比で88.6％を見込んでお
り、やや回復傾向にあるが、飲食の売上は、まだ元に戻っ
ていない。中旬以降、各店とも来客数は増加し、衣料品全
般の売上が良くなっている。

□

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・まん延防止等重点措置が解除となり、行動規制も緩く
なったものの、客の慎重な行動は継続している。郊外での
人出は戻っているようだが、客は、人混みには行かないよ
うにしており、街中は敬遠されている。

□

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・10月後半に寒さが増し、鍋物商材関連の動きが活発に
なっている。また、緊急事態宣言の解除に伴い行楽品の売
上も持ち直している。しかし、外食増加や家飲み減少によ
り、夕方以降の売上が落ち込んでいる。

□

コンビニ（経営
者）

それ以外 ・緊急事態宣言の解除後も自粛の雰囲気が続いており、来
客数は戻らない。個人や家族単位の消費が中心で、催事や
行楽の集団での買物はまだ低調である。おにぎりや弁当、
サンドイッチ、ドリンク等人の動きに左右される商品は動
きが悪い。個人や家族の自宅消費型の総菜や冷凍食品、ス
イーツは継続して売上は好調である。

□

コンビニ（エリ
ア担当・店長）

単価の動き ・通常は気温が高い日が続くと来客数は増加するが、現状
は気温が高いにもかかわらず来客数はなかなか増えていな
い。そのため、客単価も伸びておらず、プラス１品の買い
控えがある。

□

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・規制が解除され、旅行や飲食関係が少しずつ良い方向に
向かっているが、衣料品では、客は状況をみているのが実
態である。
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□

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・緊急事態宣言の解除で売上増加を見込んでいたが、結果
は前年比70％程度である。外出の機会が少ないため、新し
い洋服は不要のようである。

□

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・気候が関係するファッション業界においては、７月と比
較して、気温が高い日が続き、秋物の定価品の動きが非常
に悪い月となっている。また、来客数も徐々には増加して
いるが、まだ様子見であり、買物というよりは散歩のよう
な来店が多く、売上につながらない。

□
乗用車販売店
（代表）

それ以外 ・新車の納期遅延により、中古車相場が上がっている。

□

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・前年に続き、今年も店舗独自の売出しをしているが、販
売量は順調である。新規部門も順調であるが、都市部での
キャンペーンは良くない。

□

スナック（経営
者）

来客数の動き ・緊急事態宣言は解除されたが、大手企業は新型コロナウ
イルスの感染を危惧して、飲酒や会食の自粛をしている。
しかし、現在最低の売上のため、これ以上は悪化しない。

□
タクシー運転手 お客様の様子 ・徐々に人が動き出し、予約件数は増加しているが、まだ

まだ変わっていない。

□

タクシー運転手 お客様の様子 ・緊急事態宣言が解除され、新型コロナウイルスの新規感
染者数も落ち着いており、かなり遅いスピードではある
が、景気は少しずつ戻りつつある。しかし、冬に向けて、
第６波が一番の懸念材料である。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・光回線のエリア拡大がなく、販売量は増加していない。

□

通信会社（統括
者）

来客数の動き ・携帯電話の販売台数は、前年と比較すると増加している
が、販売単価及びアクセサリー等の販売が減少しており、
10月の計画値よりも減少の見込みである。

□

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の様子や競合他社も廃業したことから、新型コロナウ
イルスでかなりの打撃を受けており、景気は相変わらず悪
い。

□
設計事務所（代
表）

来客数の動き ・緊急事態宣言は解除されたが、来客の動きは変わらな
い。

▲
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・新型コロナウイルスの感染が少しずつ収束し始め、客の
表情も明るくなっている。

▲

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・緊急事態宣言は解除されたが、来客数は相変わらず減少
傾向にある。売上も伸びていない。緊急事態宣言中にイン
ターネットでの購入に切り替えた客がそのままの購買傾向
を継続してしまっている。

▲

スーパー（店
長）

単価の動き ・食品や生鮮、ガソリン等の商品値上げで、消費者の消費
意欲が低下傾向になっている。販売点数が伸び悩み、客単
価下落傾向が続いている。

▲

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・緊急事態宣言が解除され、新型コロナウイルスの新規感
染者数も激減したことで、これまで巣籠りしていた消費者
が、外食や大型商業施設等に足を運んだり、ぜいたく品の
購入に金を回したりしている。明らかに来客数が減少し、
客単価や購入点数もやや低下気味である。

▲

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・10月は核となる商品がなく、例年余り売上は伸びない。
それにも増して、今年は来客数が少ないため商品の動きが
悪く、売上が悪い。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売台数が低下している。特に自動車業界は、電気自動
車の転換期でもあり、客は状況をみている。

▲

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・メーカーの新車生産がコロナ禍と半導体不足により大幅
な減産となっている。自動車販売店にとっては売る商品が
ない状況であり、極端な売上不足に陥っている。大変厳し
い経営状況が続いている。

×

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・当県は、まん延防止等重点措置が９月末に解除された
が、まだ会食を控えている企業も多く、客の動きがない。
加えて、10月31日に衆議院選挙があり、10月はほとんど動
きがない。

×

設計事務所（所
長）

単価の動き ・建築では、木材や鉄骨等の価格上昇が始まり、他の材料
や人件費でも上がっている。また、生活必需品においても
価格が値上がりしている。一方、収入は上昇していないた
め、使える金額は、少なくなっている。

家計
動向
関連

(九州)
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◎

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・外食向け貨物の回転率が上昇している。新型コロナウイ
ルスの規制解除が主な要因である。一方、野菜の価格高騰
により、内食向けの調味料関係が思ったほど伸びていな
い。

○

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・引き合い件数や受注の増加傾向がみられる。新型コロナ
ウイルスの新規感染者数減少が影響したと推測する。

○

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先で新型コロナウイルスのクラスターが発生した
が、それが落ち着き、以前の稼働率になっている。集積回
路関係の状況が回復しているため、景気は良くなってい
る。

○

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・前月に引き続き、半導体関連客からの受注が好調であ
る。

○

電気機械器具製
造業（取締役）

受注量や販売量
の動き

・新型コロナウイルスの感染が落ち着いてきたことで、人
の交流が増える傾向になり、低迷していたビジネスが戻る
傾向にある。

○

通信業（経理担
当）

取引先の様子 ・一時的に新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いてい
るが、新たな施策等もみられるようになっている。

○

金融業（営業） 取引先の様子 ・景気の水準は低位で推移しているが、緊急事態宣言が解
除され、飲食店等の営業が再開されたため、徐々に経済が
正常化している。

○

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・緊急事態宣言の解除、また、新型コロナウイルスの新規
感染者数の減少により、飲食業や観光業に関しては客が戻
りつつある。第６波の心理的な影響があり、動きは鈍い状
態にあるが、徐々に回復はしている。特に観光バスは秋の
行楽シーズンにより、予約で埋まっている。新型コロナウ
イルスの感染による予約取消しもあるが、８～９月と比較
するとかなり売上は見込める状況である。

○

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・輸送用機械を始めとする一部の製造業では、供給制約に
起因する減産が継続しており、地場の部品製造業にも影響
が出ている。一方、宿泊業・飲食サービス業を始めとする
サービス業は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う下押
しの影響は残るものの、緊急事態宣言が解除になり、客足
は回復に向かっている。景気は引き続き厳しい状況にある
ものの、サービス業を中心に回復の兆しがみられる。

○
新聞社［広告］
（担当者）

受注量や販売量
の動き

・旅行関連や選挙広告の申込みが増えている。

○
広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・緊急事態宣言が前月末で解除されたことにより、少しず
つであるが受注量が増加している。

○

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの感染が収束に向かい、規制も解除
されている。

○
経営コンサルタ
ント（社員）

取引先の様子 ・時短営業や外出自粛が長引いたが、感染対策がしっかり
しているところを選んで客足が増えつつある。

○

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・人材投資を再開する動きが出ている。

○

その他サービス
業［物品リー
ス］（職員）

取引先の様子 ・緊急事態宣言も解除となり、企業の動きは戻りつつあ
る。３か月前と比較しても、人流は活発化しており、若干
良くなる方向に動いている。

□

農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・10月の動きは９月に続き、余り良くない。新型コロナウ
イルスの新規感染者数は減少しているが、期待していた外
食産業も、規制解除が完全でない状態であり、元に戻って
いない。また、量販店や冷凍食品メーカー向けも５月と比
較するとかなり良い動きにはなっているが、完全に戻って
いるわけではない。

□
食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注は順調で、引き合いは強い傾向が続いている。た
だ、原料の伝染病の影響が大きい。

企業
動向
関連

(九州)
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□

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの影響で、産地の商社が大変厳しい
状態であり、それに伴ってメーカーも受注の減少が続いて
いる。商社は土日の休みに加えて、更に１日休日を増やし
たりしたり、社員の出社を半分にする等の状況が続いてい
る。自社は、ネットでの販売を早く始めたこともあり、前
年並みの売上である。

□
一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前月の状況では受注量が増え、少し景気の回復がみえて
いたが、今月は受注量が落ち込んでいる。

□
電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き続き受注が好調である。

□

その他製造業
［産業廃棄物処
理業］

受注量や販売量
の動き

・需要はあるものの、生産が追い付いていない。少しずつ
回復しているが、まだ通常の生産量には足りていない。

□

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・選挙の時期には、例年公共事業への補正予算が計上され
るのだが、今回の補正予算は新型コロナウイルスの補助金
へ計上され、公共事業には災害復旧費のみでほかにはな
い。東京オリンピックも終わり、関連の公共事業も皆無の
状態では景気は良くならない。

□

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・年末に向けて輸入が増加する時期であるが、飲食店の回
復が経済回復にはつながっていないこともあり、取扱量が
増えない。また、消費者の行動が新型コロナウイルスによ
り大きく変化していることもあり、荷主は様子を見なが
ら、今後どの商材に注力するか検討している。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・住宅販売に持ち直しの動きが見られ、公共投資も高水準
で推移している。一方、百貨店やスーパーマーケット等の
売上は弱含みとなっている。また、飲食店等は緊急事態宣
言が解除されたとはいえ、期待したほど客足が戻っていな
い。

□

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・新型コロナウイルスの感染状況は落ち着きを取り戻し、
飲食店の客足には回復の兆しもみられるが、本格的な売上
増加には程遠い。各種催事やイベントも再開されてきては
いるものの、人数制限やオンライン開催への代替等、消費
喚起につながりづらい状況である。

□
広告代理店（役
員）

受注量や販売量
の動き

・売上や売上総利益共に前年比は上回っているが、特にこ
の数か月で大きな動きがあるわけではない。

□
経営コンサルタ
ント（社員）

競争相手の様子 ・同業の会合が持てないため情報が入手できないが、特別
な動きは見られない。

▲

繊維工業（営業
担当）

取引先の様子 ・最低賃金は上昇しているが、工賃が上がらないため、利
益は下回ってくる。交渉はするが、その分の損失は経営者
が被るため、事業が何年続くか分からない。

▲

輸送業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・新型コロナウイルスの影響で健康食品やプロテインの受
注は好調であるが、原料の価格高騰が発生している。中国
やベトナムのロックダウンの影響で原料が入手できない状
況になっており、売価へ影響が出ている。

▲

その他サービス
業［コンサルタ
ント］（代表取
締役）

取引先の様子 ・市町村の９月補正予算は、ワクチン接種や給付金等の経
済対策に当てられており、調査や計画策定等の委託業務に
関して予算計上が少ない。このため、追加で受注できる業
務が見当たらず、営業できない状況にある。

×

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・野菜の動きが悪く、市況取引価格が低迷している。重油
は価格が高騰し、経営にとっては重要な問題が起こってい
る。

◎ ＊ ＊ ＊

○
人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・緊急事態宣言も解除され、宴会やイベント等の受注が増
えている。

○

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・例年この時期になると不動産業界の繁忙期対応の依頼が
あるが、今年は少し早めにそのような動きが出ており、少
しずつではあるが、景気も良い方向になってきている。

○
求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・緊急事態宣言の発出時は、求人件数が３分の２まで落ち
込んでいたが、10月になり回復傾向にある。

企業
動向
関連

(九州)

雇用
関連

(九州)
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○

新聞社［求人広
告］（社員）

周辺企業の様子 ・緊急事態宣言が解除され、一時期はほぼなかった旅行会
社や宿泊施設の広告出稿が復活している。Ｇｏ　Ｔｏキャ
ンペーンが再開されなければ、広告出稿の再開は厳しいと
の見方もあったが、２回のワクチン接種者、ＰＣＲ検査済
みの人を対象とするツアーの広告掲載もあり、想定以上の
広告出稿がある。当県のみのツアーを対象にした助成制度
も追い風になっている。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスの第５波も落ち着き、街中にも人出
が戻っている。県内の宿泊補助事業等もあり、広告でも旅
行レジャー関連の出稿が復活し始めている。

○

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・緊急事態宣言の解除後、飲食店では客足が戻ってきてい
る。酒類の注文を中心に売上も回復している。ただ、少人
数での来店が多いので、終息宣言のようなものが出ない限
り、新型コロナウイルス発生以前のような状態に戻るのは
厳しい。

○
職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・新型コロナウイルスによる時短営業が解除となり、飲食
店等がアルバイトの募集を再開している。

○

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人件数や新規求人件数共に前年比20％以上の増加
となっている。新規求職申込件数も前年比10％以上の増加
となっている。

○

民間職業紹介機
関（職員）

それ以外 ・前年と比べて、４年生の求人増加に加えて、３年生対象
の大学内で行われる業界や企業説明会に参加する企業も増
えており、特に新型コロナウイルスの影響を受けやすい旅
行やホテル、旅客系の運輸業の参加がみられる。

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前と求人数はほぼ変わらず、求職者からの問合
せ、応募数も変化がない。問合せについては、新規の求職
者からではなく、既に当社へ登録済からが多い。

□

学校［大学］
（就職支援業
務）

求人数の動き ・現在も就職活動をしている学生が一定数いるが、求人依
頼件数もあり、年間を通じた採用活動を行う企業も前年度
と比較して増加している。また、2023年卒採用に向けたイ
ンターンシップを実施する企業も、前年度と比較して増加
している。

▲ － － －

× ＊ ＊ ＊

雇用
関連

(九州)


